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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ユーザの状況に対応した適応的サポートを提供するシステムの開発である
。これは、機械が人間の状況を認識する状況推定、ユーザの状況やリクエストまたは実社会からのイベントに基づいて
情報を収集する情報検索、状況に対応してユーザにサービスを提供する作業支援、これらを用いた応用システムから成
る。
状況推定については、文脈ベースサービスモデルの標準化に向けて、文脈ベース推論と世界標準の形式自然言語SBVRと
の融合方式の提案・評価や、ハイブリッド推論による文脈ベース推論の高度化などを行った。応用として、データマイ
ニングによる大学でのカリキュラム作成支援システムなどの研究を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is the development of systems for providing an 
adaptive support corresponding to the user's situation. This consists of the following three systems. One 
is situation estimation that machine recognizes state of the human. Second is information search to 
gather information based on the user's situation and request or events from the real world. Third is work 
support for providing services for a user in response to the situation. And some research on application 
systems using these have done.
For situation estimation, towards the standardization of the context-based service model, we proposed the 
fusion method of the context -based reasoning and the world standard of form natural language SBVR, and 
sophistication of context -based reasoning by hybrid reasoning. As an application, we proposed some 
support systems such as curriculum creation at the university using data mining.

研究分野：総合領域
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１．研究開始当初の背景 
(1) 申請者はこれまでユーザの情況推定に
基づく意志疎通・判断支援による共同開発支
援システムを研究してきた。具体的には、ユ
ーザの生体情報によるユーザの眠気判定や
ユーザの認知能力などの情報を記録したユ
ーザプロファイルに基づいての適応的情報
提示方法等を研究してきた。これは、信頼性
の低い情報を複数融合することにより、ユー
ザの状況を推定できたが、より情況推定の精
度を向上させるためには、文脈に基づいた推
論と信頼度の評価が必要であった。 
 
(2) これまで様々な文脈認識アプリケーシ
ョンが開発されて来たが、そのほとんどは位
置情報などに基づいた単純なもので、限定さ
れた対象についての閉じられたシステムで
あった。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、機械の中に気の利いた
秘書が居るかの如くユーザの状況に対応し
た適応的サポートを提供するWebプラットフ
ォームの開発である。 
 
(2) 提案するシステムは、機械が人間の状況
を認識する状況推定、ユーザの状況やリクエ
ストまたは実社会からのイベントに基づい
て情報を収集する情報検索、状況に対応して
ユーザにサービスを提供する作業支援、これ
らを用いた応用システムから成る。 
 
３．研究の方法 
(1) 情況推定の改善のため、様々なセンサー
情報を統合するため、各センサーの信頼情報
の推定方式と信頼度に基づいたセンサーフ
ュージョン手法を提案し、その有効性を検証
する。また、複雑な文脈をモデリングするた
めの新しい宣言型言語とハイブリッド推論
を提案し、その有効性の検証を行う。 
 
(2) 情報検索手法の確立。従来のテキスト検
索などでは困難であったマルチメディアデ
ータ検索手法とイベント情報に基づいたデ
ータのタグ付け方式を提案し、その有効性を
検証する。 
 
(3) 作業支援システムの開発。適応的にサー
ビスを提供するプラットフォームの構築、実
際のアプリケーションの作業支援ルールの
構築を行う。 
 
(4) 応用システムの開発。応用例として、
様々なサポートシステムを開発する。 
 
４．研究成果 
(1) 状況推定について、文脈ベースサービス
モデルの標準化に向けて、文脈ベース推論
CxBR と世界標準の形式自然言語 SBVR との融
合方式の提案・評価を行い、研究成果を国際

会議論文において発表した。 
 
(2) 状況推定について、ハイブリッド推論に
よる文脈ベース推論の高度化（開世界仮説、
様相論理、信用度）を行い、研究成果を国際
会議論文において発表した。 
 
(3) 状況推定について、開世界仮説、様相論
理、信用度評価モデルの組込みにより、状況
適応機能の強化を行い、ルールモダリティ
(様相論理)や開世界仮説／閉世界仮説
(CW/OW)での推論を文脈や状況に依存して選
択可能とする手法を提案し、研究成果を国際
会議論文において発表した。 
 
(4) 情報検索について、テキストと画像を融
合したクエリーによる質問応答、レコメンド
システムのプロトタイプを構築し、検証を行
い、研究成果を国際会議論文において発表し
た。 
 
(5) 情報検索について、JPEG のヘッダー情報
を用いて画像検索を高速化する手法を提
案・評価した。これらの研究成果を国際会議
論文において発表した。 
 
(6) 応用として、ユーザプロファイルやデー
タマイニングによる大学でのカリキュラム
作成支援システムなどの研究を行い、その研
究成果を国際会議論文において発表した。 
 
(7) 情報検索について、テキストと画像を融
合したクエリーによる質問応答システムの
研究を進め、情報提供者とユーザ要求とのマ
ッチングを行うシステムを提案し、研究成果
を国際会議論文において発表した。 
 
(8) 情報検索について、画像検索技術の改善
のため、ハフマンテーブルを用いて画像検索
を高速化する手法を提案・評価した。研究成
果を国際会議論文において発表した。 
 
(9) 応用として、情報提供者とのユーザクエ
リーマッチングシステムとして、災害時にお
ける情報提供システムを提案し、研究成果を
国際会議論文において発表した。 
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